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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 7,944 22.5 239 ― 269 ― 132 ―

2021年3月期第2四半期 6,487 △23.6 △171 ― △109 ― △102 ―

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　133百万円 （119.1％） 2021年3月期第2四半期　　60百万円 （△37.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 7.14 ―

2021年3月期第2四半期 △5.50 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 17,102 9,070 53.0

2021年3月期 16,785 9,030 53.8

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 9,070百万円 2021年3月期 9,030百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― 5.00 5.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,770 10.3 330 ― 415 323.5 180 ― 9.68

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 23,818,257 株 2021年3月期 23,818,257 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 5,228,125 株 2021年3月期 5,228,065 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 18,590,182 株 2021年3月期2Q 18,590,282 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提になる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付
資料２ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年来続く新型コロナウィルスの感染拡大により、まん延防

止等重点措置や度重なる緊急事態宣言に伴う経済活動の停滞により、依然として先行き不透明感が継続し、消費の

低迷が長引く状況となりました。

また、ワクチン接種の普及が進んでいるものの、同感染症の影響が今後の経済活動を下振れさせる不安も払拭で

きない先行きの不透明な状況が続いております。

当社グループの主要取引先である外食産業におきましても、営業時間の短縮や酒類提供の制限などにより厳しい

経営環境が続いており、予断を許さない状況となっています。

このような状況のなかで、当社グループの当連結会計年度の売上高は７９億４４百万円（前年同期比22.5％増）

となりました。

　利益面では、営業利益２億３９百万円（前年同期は１億７１百万円の営業損失）、経常利益２億６９百万円（前

年同期は１億９百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益１億３２百万円（前年同期は親会社株主

に帰属する四半期純損失１億２百万円）となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

（業務用厨房関連事業）

業務用厨房関連事業につきましては、売上高は７７億７６百万円（前年同四半期比23.0％増）、営業利益は４

億７６百万円（前年同四半期比648.0％増）となりました。

（不動産賃貸事業)

不動産賃貸事業につきましては、売上高は１億７６百万円（前年同四半期比1.7％増）、営業利益は１億５百万

円（前年同四半期比0.5％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　 資産、負債及び純資産の状況

（資 産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて4.7％増加し、８７億３５百万円となりました、これは主に商品１億４

４百万円、受取手形及び売掛金１億３１百万円及び現金及び預金１億３０百万円の増加によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.9％減少し、８３億６６百万円となりました。これは主に固定資産が

減価償却により減少したことによるものです。

（負 債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて4.2％増加し、６７億８百万円となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金２億３３百万円及び未払法人税等１億２０百万円の増加によるものです。

固定負債は前連結会計年度末と比べて0.3％増加し、１３億２２百万円となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて0.4％増加し９０億７０百万円となりました。これは主に利益剰余金３９

百万円の増加によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の業績予想につきましては、2021年５月14日公表の予想を修正いたしました。詳細につきましては、

本日公表の「2022年３月期 第２四半期累計期間（連結・個別）の業績予想と実績との差異及び通期（連結・個別）

の業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,089,592 4,219,956

受取手形及び売掛金 2,629,037 2,760,606

商品 1,396,613 1,541,319

製品 3,144 4,383

仕掛品 23,155 21,518

原材料及び貯蔵品 53,248 58,483

その他 149,385 134,279

貸倒引当金 △4,800 △5,100

流動資産合計 8,339,378 8,735,447

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,554,888 2,497,895

機械装置及び運搬具（純額） 106,946 101,928

土地 2,826,982 2,827,012

その他（純額） 169,874 158,000

有形固定資産合計 5,658,691 5,584,837

無形固定資産

ソフトウエア 61,314 53,149

その他 141,097 134,328

無形固定資産合計 202,412 187,478

投資その他の資産

投資有価証券 2,202,485 2,208,997

破産更生債権等 131,941 130,449

長期貸付金 6,550 6,490

繰延税金資産 111,071 113,858

その他 248,542 248,170

貸倒引当金 △115,725 △113,283

投資その他の資産合計 2,584,866 2,594,681

固定資産合計 8,445,970 8,366,997

資産合計 16,785,349 17,102,444
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,723,060 3,956,972

短期借入金 2,119,000 2,119,000

未払法人税等 33,332 153,793

賞与引当金 105,876 108,562

その他 454,652 370,610

流動負債合計 6,435,920 6,708,938

固定負債

退職給付に係る負債 955,641 963,801

役員退職慰労引当金 263,288 263,288

長期未払金 80,400 76,800

その他 19,424 18,885

固定負債合計 1,318,754 1,322,775

負債合計 7,754,675 8,031,713

純資産の部

株主資本

資本金 3,235,546 3,235,546

資本剰余金 2,965,130 2,965,130

利益剰余金 2,911,461 2,951,182

自己株式 △942,436 △942,451

株主資本合計 8,169,702 8,209,408

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 858,295 859,574

退職給付に係る調整累計額 2,676 1,747

その他の包括利益累計額合計 860,971 861,322

純資産合計 9,030,673 9,070,731

負債純資産合計 16,785,349 17,102,444
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 6,487,129 7,944,935

売上原価 4,859,911 5,908,421

売上総利益 1,627,217 2,036,513

販売費及び一般管理費 1,798,470 1,796,953

営業利益又は営業損失(△) △171,252 239,560

営業外収益

受取利息 37 34

受取配当金 24,043 23,934

受取家賃 4,571 4,379

為替差益 771 1,484

助成金収入 24,100 -

その他 14,056 6,204

営業外収益合計 67,581 36,036

営業外費用

支払利息 5,590 6,018

営業外費用合計 5,590 6,018

経常利益又は経常損失(△) △109,261 269,578

特別利益

投資有価証券売却益 - 9,077

特別利益合計 - 9,077

特別損失

固定資産除却損 820 82

会員権評価損 - 100

特別損失合計 820 182

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失(△)

△110,081 278,473

法人税、住民税及び事業税 28,753 146,172

法人税等調整額 △36,553 △371

法人税等合計 △7,799 145,801

四半期純利益又は四半期純損失(△) △102,282 132,672

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△102,282 132,672
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失(△) △102,282 132,672

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 162,243 1,279

退職給付に係る調整額 740 △928

その他の包括利益合計 162,984 350

四半期包括利益 60,702 133,023

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 60,702 133,023

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△110,081 278,473

減価償却費 143,112 133,595

有形固定資産除却損 820 82

投資有価証券売却損益（△は益） - △9,077

会員権評価損 - 100

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,610 △2,141

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,764 2,686

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7,049 6,822

受取利息及び受取配当金 △24,081 △23,968

支払利息 5,590 6,018

売上債権の増減額（△は増加） 928,851 △131,569

棚卸資産の増減額（△は増加） 65,756 △163,441

仕入債務の増減額（△は減少） △1,051,749 233,912

未払消費税等の増減額（△は減少） 46,114 △37,307

助成金収入 △24,100 -

その他 2,469 △27,828

小計 △25,622 266,356

利息及び配当金の受取額 24,081 23,968

利息の支払額 △5,563 △5,606

法人税等の支払額 △75,839 △32,455

助成金の受取額 24,100 -

営業活動によるキャッシュ・フロー △58,843 252,263

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △123,160 △27,179

無形固定資産の取得による支出 △8,930 △5,460

投資有価証券の取得による支出 △5,903 △14,172

投資有価証券の売却による収入 - 16,018

貸付金の回収による収入 660 1,860

貸付けによる支出 △5,000 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △142,334 △28,933

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △25 △14

配当金の支払額 △92,951 △92,950

財務活動によるキャッシュ・フロー △92,976 △92,965

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △294,154 130,363

現金及び現金同等物の期首残高 3,914,042 4,089,592

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,619,888 4,219,956
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、当第２四半期連結累計期

間の四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮

定について重要な変更はありません。

　




